
稲
沢
市
は
、
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
、
昨
年
に
続
い
て

大
幅
な
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。そ

も
そ
も
国
民
健
康
保
険
は
、
年

金
生
活
者
、
中
小
業
者
や
非
正
規
労

働
者
も
加
入
す
る
医
療
保
険
で
す
。

低
所
得
者
も
多
い
の
で
す
が
、
平
均

保
険
料
は
、
4
人
世
帯
の
場
合
、
同

じ
年
収
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康
保

険
料
の
2
倍
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
高
す
ぎ
る
国
保

税
を
引
き
下
げ
、
住
民
と
医
療
保
険

制
度
を
守
る
た
め
に
、
1
兆
円
の
公

費
投
入
増
で
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
並
み
に
引
き
下
げ
る
。
「
均
等
割
」

「
平
等
割
」
を
廃
止
し
、
「
所
得
割
」

の
保
険
料
率
引
き
下
げ
の
改
善
な
ど

を
行
う
。
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
国

保
税
を
免
除
し
、
そ
の
費
用
を
国
庫

で
賄
う
制
度
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
保
険
税
引
き
上
げ
に
先
だ
っ

て
、
国
保
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、

共
産
党
は
、
値
上
げ
反
対
を
主
張
し

ま
し
た
が
、
多
数
決
に
よ
り
引
き
上

げ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
も
、
国
保
税
の
値
上
げ
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
時
点

で
３
割
以
上
の
５
５
９
自
治
体
（
市

区
町
村
）
が
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
収
入
に
対
す
る
国
保

税
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
、
市
は

「
40
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
夫
婦
と
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
２
人
の
４
人
世

帯
で
、
世
帯
主
の
給
与
に
よ
る
収
入

が
４
０
０
万
円
の
場
合
、
改
正
後
の

年
税
額
が
45
万
１
８
０
０
円
に
な
り
、

収
入
に
対
し
11
・
3
％
」
と
答
え
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
２
９
年
ま
で
に
県

内
の
国
保
料
の
完
全
統
一
が
狙
わ
れ
、

県
へ
の
納
付
金
も
、
２
０
２
３
年
度

１
５
万
４
６
７
８
円
、
２
６
年
度
１

７
万
５
１
１
５
円
で
、
４
年
間
で
２

万
円
以
上
値
上
げ
で
す
。
そ
し
て
、

愛
知
県
は
、
自
治
体
独
自
の
減
免
措

置
や
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
を
や
め

る
よ
う
迫
っ
て
い
ま
す
。
稲
沢
市
は
、

こ
れ
に
追
随
し
て
、
今
後
を
「
見
据

え
た
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
、
子
育
て
支
援
納
付
金
が

上
乗
せ
さ
れ
、
さ
ら
な
る
国
保
税
の

引
き
上
げ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
跡
地
活
用

事
業
に
つ
い
て
、
開
発
優
先
で
「
上

か
ら
の
押
し
付
け
」
で
は
な
く
、
住

民
に
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
住
民

参
加
で
計
画
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
稲
沢
市

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
い
～
な
茶

話
会
」
を
２
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
出
さ
れ
て
意
見
・
要
望
は
、

１
回
目
で
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
ほ

し
い
」
、
「
多
世
代
交
流
が
し
た
い
」
、

「
人
が
集
ま
れ
る
場
が
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
ご
意
見
が
あ
り
、
２
回
目
で

は
、
「
基
本
計
画
案
を
確
認
し
た
う

え
で
、
新
施
設
オ
ー
プ
ン
後
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
整
備
方
針
に

共
感
を
示
す
意
見
や
機
能
や
設
備
の

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
」
が

あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設

部
分
の
規
模
は
、
旧
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
延
床
面
積
約
１
７
０
０
㎡
に

対
し
、
新
施
設
は
約
１
５
０
０
㎡
を

想
定
し
て
い
る
と
し
、
減
少
分
は
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
移
転
よ
る
も

の
で
す
。
「
公
共
ロ
ビ
ー
」
や
「
展

示
ス
ペ
ー
ス
」
の
設
置
に
加
え
、

「
観
光
案
内
所
」
、
「
ホ
ー
ル
、
会

議
室
な
ど
の
貸
館
機
能
」
を
整
備
す

る
計
画
で
す
。

基
本
計
画
で
は
、
公
共
部
分
の
事

業
費
は
15
億
８
４
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
ど
れ
だ
け
か

か
る
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
民
間
活
力
の
活
用
」
と
加
藤
市
長

は
い
い
ま
す
が
、
公
共
部
門
の
民
間

へ
の
切
り
売
り
で
す
。
今
後
も
市
民

参
加
を
貫
き
、
女
性
ト
イ
レ
の
充
実

な
ど
迫
っ
て
い
き
ま
す
。
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稲
沢
市
３
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の
服
部
議
員
は
、

①
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
②
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
跡
地

活
用
事
業
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
稲
沢
市
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
「
マ
ル
福
保
険

証
」
の
新
規
受
付
中
止
に
抗
議
し
ま
し
た
。

稲
沢
市
３
月
議
会

服
部
議
員
の
一
般
質
問

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

市
長
「
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
民
間
活
用
」

市
民
参
加
で
、
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
に

協
会
け
ん
ぽ
に
比
べ

国
保
税
は
２
倍

年
４
５
万
１
８
０
０
円

年
収
の
一
割
以
上
の
国
保
税

マ
ル
福
保
険
証
（
ひ
と
り
暮
ら
し
）

新
規
発
行
４
月
か
ら
中
止

稲
沢
市
は
、
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
（
ひ
と
り
暮
ら
し
）
い
わ
ゆ
る

「
マ
ル
福
保
険
証
」
の
新
規
受
付
を
や
め
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
市
民
に
は
、
「
広
報
２

月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
」

と
い
い
ま
す
が
、
何
ら
理
由
は
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
他
の
自
治
体
で
の
廃
止
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
稲
沢
市
も
こ

れ
に
な
ら
っ
た
措
置
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

国
保
運
営
協
議
会
で

健
保
組
合
代
表
の
委
員

か
ら
、
一
般
会
計
か
ら

の

繰

入

れ

に

対

し

「
一
般
会
計
に
は
国

保
加
入
者
以
外
の
納

め
る
税
金
等
も
含
ま

れ
る
の
で
、
国
保
加
入

者
だ
け
の
た
め
に
安
易

に
繰
入
れ
を
す
る
べ
き

で
な
い
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
保
の
加

入
者
だ
っ
て
税
金
は
払
っ

て
い
ま
す
。
け
っ
し
て

優
遇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
国
保
税
は
健
保
組

合
の
保
険
料
に
比
べ
て

高
す
ぎ
ま
す
。
税
金
投

入
は
必
須
で
す
。
医
療
・

福
祉
の
た
め
に
市
の
財

政
を
充
て
る
の

は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
国
保

加
入
者
の
た
め

だ
け
に
一
般
会
計
を
繰

り
入
れ
す
る
な
と
い
う

意
見
は
間
違
っ
て
い
ま

す
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。

高
い
国
保
税
に
繰
入
は
当
然


